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は
じ
め
に

　
『
杜
詩
詳
注
』（
以
下
、『
詳
注
』）
巻
四
に
は
五
律
「
避
地
（
地
を

避
く
）」
を
収
め
る
（
（
（

。

　
　

避
地
歳
時
晩　

地
を
避
け
て
歳
時
晩く

れ

　
　

竄
身
筋
骨
労　

身
を
竄か

く

し
て
筋
骨
労つ

か

る

　
　

詩
書
遂
牆
壁　

詩
書　

遂
に
牆
壁

　
　

奴
僕
且
旌
旄　

奴
僕　

且
つ
旌
旄

　
　

行
在
僅
聞
信　

行
在　

僅
か
に
信
を
聞
く

　
　

此
生
随
所
遭　

此
の
生
遭
う
所
に
随
う

　
　

神
堯
旧
天
下　

神
堯
の
旧
天
下

　
　

会
見
出
腥
臊　

会か
な
らず
腥
臊
よ
り
出
ず
る
を
見
ん

　

こ
の
詩
に
つ
い
て
『
詳
注
』
は
顧
宸
の
注
（『
辟
疆
園
杜
詩
註

解
』
五
言
律
、
巻
一
）
を
一
部
改
変
し
て
引
く
。

　

題
下
自
注
云
、
至
徳
二
載
丁
酉
作
。
然
必
元
載
冬
作
也
。
此

公
避
地
白
水
・
鄜
州
間
、
竄
帰
鳳
翔
時
也
。

　

題
下
の
自
注
に
云
う
、
至
徳
二
載
丁
酉
の
作
と
。
然
る
に
必

ず
元
載
冬
の
作
な
り
。
此
れ
公　

地
を
白
水
・
鄜
州
の
間
に
避

け
、
竄ひ
そ

か
に
鳳
翔
に
帰
せ
ん
と
せ
し
時
な
り
。

　
『
詳
注
』
は
顧
宸
の
注
に
従
っ
て
「
自
注
」
を
否
定
し
、
至
徳
元

載
（
七
五
六
）
冬
、
長
安
賊
中
で
の
作
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
宋
本
杜
工
部
集
』（
続
古
逸
叢
書
）
は
こ
の
詩
を
収
め
ず
、
最
も

早
く
見
え
る
の
は
『
草
堂
詩
箋
』
巻
四
十
、「
逸
詩
拾
遺
」
で
あ
ろ

う
。
顧
宸
は
「
此
少
陵
逸
詩
、
見
文
苑
英
華
（
此
れ
少
陵
の
逸
詩
、

文
苑
英
華
に
見
ゆ
）。」
と
言
っ
て
い
る
が
、『
文
苑
英
華
』
に
は
見

え
な
い
。『
草
堂
詩
箋
』
は
「
右
一
篇
、
見
趙
次
翁
本
。
題
云
至
徳

二
載
丁
酉
作
（
右
の
一
篇
は
、
趙
次
翁
本
に
見
ゆ
。
題
し
て
至
徳
二

載
丁
酉
の
作
と
云
う
）。」
と
言
う
。
ま
た
林
継
中
『
杜
詩
趙
次
公
先

後
解
輯
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
乙
帙
巻
之
三
の

「
避
地
」
の
「
校
」
に
は
、「
古
逸
叢
書
本
杜
工
部
草
堂
詩
箋
逸
詩
拾

 　
　

杜
甫
詩
の
真
偽

　
　
　
　

─
「
避
地
」
詩
札
記
─

後　

藤　

秋　

正　
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遺
題
下
注
云
、
右
一
篇
見
趙
次
翁
本
、
題
云
、
至
徳
二
載
丁
酉

作
。」
と
、
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
さ
ら
に
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』「
考

証
」
は
、「
至
徳
二
載
丁
酉
作
。」
の
部
分
を
詩
題
で
は
な
く
、
杜
甫

の
自
注
と
見
な
し
て
、

　

少
陵
有
「
避
地
」
逸
詩
一
首
云
、「
…
…
」。
題
下
公
自
註
云
、

「
至
徳
二
載
丁
酉
作
」、
此
則
真
少
陵
語
也
。
今
書
市
集
本
、
並

不
見
有
。

　

少
陵
に
「
地
を
避
く
」
逸
詩
一
首
有
り
て
云
う
、「
…
…
」

と
。
題
下
の
公
の
自
註
に
云
う
、「
至
徳
二
載
丁
酉
の
作
」
と
、

此
れ
則
ち
真
に
少
陵
の
語
な
り
。
今
書
市
の
集
本
、
並
び
に
有

る
を
見
ず
。

と
言
う
（
（
（

。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
は
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十

一
に
も
、「
少
陵
有
避
地
逸
詩
一
首
云
、
…
…
（
少
陵
に
地
を
避
く

逸
詩
一
首
有
り
て
云
う
、
…
…
と
）。」
と
し
て
見
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
こ
れ
を
杜
甫
の
詩
で
あ
る
と
認
め
て
収
録
す
る
諸
本
は
『
草

堂
詩
箋
』
以
後
、
相
当
数
存
在
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
詩
を
杜
甫
の
真
作
と
見
な
す
見
解
が
あ
る
い
っ
ぽ

う
で
、
早
く
か
ら
偽
作
説
も
あ
っ
た
。
以
下
、
諸
説
を
検
討
し
な
が

ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一

　

偽
作
説
を
早
く
に
述
べ
た
の
は
金
の
承
安
二
年
（
一
一
九
七
）
の

進
士
、
王
若
虚
の
『
滹
南
詩
話
』
巻
一
（『
滹
南
遺
老
集
』
巻
三
八
、

『
歴
代
詩
話
続
編
』）
で
あ
る
。

　

世
所
伝
『
十
〔
一
作
千
〕
注
杜
詩
』、
其
間
有
曰
新
添
者
四

十
余
篇
。
吾
舅
周
君
徳
卿
嘗
弁
之
云
、「
唯
「
瞿
塘
懐
古
」・

「
呀
鶻
行
」・「
送
劉
僕
射
」・「
惜
別
行
」
為
杜
無
疑
。
自
余
皆

非
本
真
、
蓋
後
人
依
倣
而
作
、
欲
窃
盗
以
欺
世
者
。
或
又
妄
撰

其
所
従
得
、
誣
引
名
士
以
為
助
。
皆
不
足
信
也
。」

　

世
に
伝
う
所
の
『
十
注
杜
詩
』、
其
の
間
に
新
添
と
曰
う
者

四
十
余
篇
有
り
。
吾
が
舅
の
周
君
徳
卿
は
嘗
て
之
を
弁
じ
て
云

う
、「
唯
だ
「
瞿
塘
懐
古
」・「
呀
鶻
行
」・「
送
劉
僕
射
」・「
惜

別
行
」
の
み
杜
為
る
こ
と
疑
い
無
し
。
自
余
は
皆
な
本
真
に
非

ず
、
蓋
し
後
人　

依
倣
し
て
作
り
、
窃
盗
し
て
以
て
世
を
欺
か

ん
と
欲
す
る
者
な
り
。
或
い
は
又
其
の
従
い
て
得
し
所
を
妄
撰

し
、
名
士
を
誣
引
し
て
以
て
助
け
と
為
す
。
皆
な
信
ず
る
に
足

ら
ざ
る
な
り
。」
と
。

　

こ
こ
に
言
う
『
十
注
杜
詩
』
が
ど
の
書
物
を
指
す
の
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
例
え
ば
『
集
千
家
注
杜
詩
』（
四
庫
全
書
本
）
巻
十

に
は
「
避
地
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
王
若
虚
は
根
拠
は
示
さ
な
い
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が
、
周
徳
卿
（
（
（

の
発
言
を
拠
り
所
と
し
て
杜
甫
の
「
本
真
」
の
詩
で
は

な
い
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
清
・
薛
雪
（
一
六
八
一
～
一
七

六
三
？
）、
字
は
生
白
の
『
一
瓢
詩
話
』（
王
夫
之
等
撰
『
清
詩
話
』

所
収
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
避
地
歳
時
晩
…
…
」。
云
是
杜
少
陵
題
「
避
地
」
逸
詩
、
下

有
公
自
注
云
、「
至
徳
三
載
丁
酉
作
」。
今
坊
本
不
載
。
厳
滄
浪

云
、「
真
少
陵
語
也
。」
余
謂
真
不
是
少
陵
語
、
題
下
所
注
、
更

不
是
少
陵
語
。
滄
浪
之
眼
易
惑
乃
爾
。

　
「
地
を
避
け
て
歳
時
晩
る
…
…
」。
云
う
是
れ
杜
少
陵
の
「
避

地
」
と
題
す
る
逸
詩
と
、
下
に
公
の
自
注
有
り
て
云
う
、「
至

徳
三
載
丁
酉
の
作
」
と
。
今　

坊
本
は
載
せ
ず
（
（
（

。
厳
滄
浪
云
う
、

「
真
に
少
陵
の
語
な
り
」
と
。
余
謂お

も

う
に
真
に
是
れ
少
陵
の
語

な
ら
ず
、
題
下
に
注
す
る
所
は
、
更
に
是
れ
少
陵
の
語
な
ら
ず
。

滄
浪
の
眼
は
惑
い
易
き
こ
と
乃
ち
爾し

か

り
。

　

薛
雪
は
、
厳
羽
が
題
下
注
に
幻
惑
さ
れ
て
杜
甫
の
詩
と
見
誤
っ
た

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
至
徳
三
載
」
と
あ
る
の
は
「
二

載
」
の
誤
り
で
あ
る
。
至
徳
三
載
は
戊
戌
で
あ
り
、
し
か
も
二
月
に

乾
元
に
改
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
偽
作
で
あ
る
根
拠
を
明
示
し
な

い
が
、
こ
の
詩
を
詳
細
に
検
討
し
、
偽
作
で
あ
る
と
断
定
し
た
の
は

呉
企
明
「
杜
甫
詩
弁
偽
札
記
」（『
唐
音
質
疑
録
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
所
載
。
以
下
、「
弁
偽
札
記
」）
で
あ
る
。「
弁
偽
札
記
」

は
『
滹
南
詩
話
』、『
一
瓢
詩
話
』
な
ど
の
説
を
検
証
し
、
至
徳
二
載

の
「
歳
時
晩
」
る
時
節
に
は
杜
甫
が
「
地
を
避
く
」
と
い
う
行
動
を

と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
時
に
は
粛
宗
も
玄
宗
も
長

安
に
復
帰
し
て
い
る
の
で
行
在
所
は
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠

と
し
て
至
徳
二
載
に
書
か
れ
た
と
い
う
説
を
否
定
し
、
さ
ら
に
至
徳

元
載
説
に
つ
い
て
も
、
こ
の
年
の
冬
に
杜
甫
は
長
安
に
軟
禁
さ
れ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
も
「
地
を
避
く
」
と
い
う
行
動
を
と
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
否
定
し
、
次
の
よ
う
に
別
の
唐
代
詩
人
が
至

徳
元
載
の
冬
に
賊
を
避
け
た
時
の
作
で
あ
り
、
趙
次
公
が
誤
っ
て
集

中
に
収
め
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
「
避
地
」
当
是
另
一
位
詩
人
在
至
徳
元
載
冬
写
的
避
賊
詩
、

被
趙
次
翁
誤
収
入
杜
甫
集
中
。
為
免
以
仮
乱
真
、
特
作
此
弁
証
。

　

な
お
「
弁
偽
札
記
」
に
つ
い
て
は
佟
培
基
編
撰
『
全
唐
詩
重
出
誤

収
考
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
）
の
杜
甫
「
避
地
」
の
条

が
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
『
銭
注
杜
詩
』
一
八
附
于
巻
末
、…
…
。
南
宋
蔡
氏
収
入
四
〇
、

潘
氏
本
不
載
、
郭
氏
収
入
補
三
。
呉
企
明
拠
杜
甫
至
徳
二
載
之

行
実
。
断
定
這
首
詩
決
非
出
自
杜
甫
之
手
、
并
引
王
若
虚
『
滹

南
詩
話
』・
胡
才
甫
『
滄
浪
詩
話
箋
注
』
語
、
加
以
弁
証
、
見

『
唐
音
質
疑
録
』。

　
「
南
宋
蔡
氏
」
は
『
杜
工
部
草
堂
詩
箋
』、「
潘
氏
本
」
は
潘
氏
滂
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喜
斎
蔵
『
分
門
集
注
杜
工
部
詩
』、「
郭
氏
」
は
郭
知
達
『
九
家
集
注

杜
工
部
詩
』
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。

　

蒋
寅
「『
避
地
』
弁
偽
」（「
草
堂
（
杜
甫
研
究
学
刊
）」、
一
九
八

六
年
第
一
期
）
も
「
自
注
」
と
詩
の
内
容
、『
滹
南
詩
話
』、『
一
瓢

詩
話
』、『
詳
注
』
な
ど
の
説
を
詳
細
に
検
討
し
て
偽
作
と
認
め
て
お

り
、
参
考
に
な
る
点
が
多
い
。
結
論
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。

　

…
…
実
際
上
這
首
「
避
地
」
詩
写
出
的
「
皇
皇
奔
赴
之
情
」

（
仇
氏
語
）、
応
是
一
個
奔
竄
流
離
的
人
的
声
口
、
即
使
説
「
避

地
」
是
杜
甫
的
諱
言
、
詩
的
内
容
与
杜
甫
的
経
歴
也
還
是
不
合

的
。
所
以
、
我
認
為
此
詩
是
其
他
人
的
作
品
訛
入
杜
甫
集
中
。

或
是
宋
人
偽
托
寄
于
杜
甫
名
下
。
…
…
我
是
同
意
薛
雪
的
意
見

的
、
詩
的
語
言
略
嫌
粗
浅
直
露
、
不
似
杜
風
。

　

こ
の
ほ
か
、
李
慶
甲
集
評
校
点
『
瀛
奎
律
髄
彙
評
（
（
（

』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
六
）
巻
三
十
二
は
馮
班
（
一
六
〇
二
～
一
六
七

一
）
の
、「
末
句
亦
非
体
、
疑
非
杜
真
作
（
末
句
は
亦
体
に
非
ず
、

疑
う
ら
く
は
杜
の
真
作
に
非
ず
）。」
と
い
う
評
語
を
載
せ
る
。
ま
た

同
じ
く
『
瀛
奎
律
髄
彙
評
』
に
引
く
紀
昀
（
一
七
二
四
～
一
八
〇

五
）
の
説
は
、「
此
首
不
載
本
集
、
逸
詩
収
之
、
或
曰
非
少
陵
作
。

然
気
味
甚
似
（
此
の
首
は
本
集
に
載
せ
ず
、
逸
詩
に
之
を
収
む
、
或

い
は
曰
う
少
陵
の
作
に
非
ず
と
。
然
る
に
気
味
は
甚
だ
似
た
り
）。」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
疑
問
を
呈
し
つ
つ
も
、
情
趣
は
杜
甫
の
詩

に
似
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

二

　

杜
甫
の
真
作
と
見
な
す
場
合
で
も
、
制
作
時
期
を
ど
の
時
点
に
想

定
す
る
か
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
説
に
分
か
れ
る
。

　

ま
ず
は
自
注
と
さ
れ
る
「
至
徳
二
載
」
の
記
述
に
基
づ
い
て
こ
の

年
の
作
と
す
る
説
が
あ
る
。『
杜
臆
』
巻
五
は
、『
滄
浪
詩
話
』
を
引

い
た
の
ち
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　

按
年
譜
、
是
年
春
公
在
賊
中
、
至
夏
脱
身
走
鳳
翔
。
詩
作
於

此
時
。
玄
宗
在
蜀
、
故
云
、「
行
在
僅
聞
信
。」
天
子
且
然
、
則

此
生
亦
任
其
所
遭
而
已
。
結
語
在
他
人
必
用
作
起
、
今
作
結
有

不
尽
之
悲
。

　

年
譜
を
按
ず
る
に
、
是
の
年
の
春　

公
は
賊
中
に
在
り
、
夏

に
至
り
身
を
脱
し
て
鳳
翔
に
走に

ぐ
。
詩
は
此
の
時
に
作
る
。
玄

宗
は
蜀
に
在
り
、
故
に
云
う
、「
行
在　

僅
か
に
信
を
聞
く
」

と
。
天
子
す
ら
且
つ
然
ら
ば
、
則
ち
此
の
生
も
亦
其
の
遭
う
所

に
任
す
の
み
。
結
語
は
他
人
に
在
り
て
は
必
ず
用
て
起
と
作
す

に
、
今　

結
と
作
す
は
不
尽
の
悲
し
み
有
れ
ば
な
り
。

　
『
杜
臆
』
は
、
至
徳
二
載
の
夏
、
杜
甫
が
長
安
の
金
光
門
か
ら
脱

出
し
て
鳳
翔
へ
向
か
っ
た
時
の
作
と
見
な
し
、
第
五
句
の
「
行
在
」

を
、
太
上
皇
（
玄
宗
）
の
成
都
の
行
在
所
を
指
す
と
考
え
た
の
で
あ



 
（44）

る
。
粛
宗
の
行
在
所
は
始
め
は
霊
武
に
置
か
れ
た
が
順
化
に
、
次
い

で
彭
原
へ
と
移
り
、
鳳
翔
に
移
っ
た
の
は
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
の

二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

黄
生
『
杜
工
部
詩
説
』
巻
十
二
も
至
徳
二
載
の
作
と
認
め
て
い
る
。

　

此
篇
見
趙
次
翁
本
、
題
云
、
至
徳
二
載
丁
酉
作
。
拠
所
題
年

分
与
詩
意
参
考
之
、
似
在
鄜
州
時
作
。
公
以
八
月
還
鄜
州
、
至

十
月
広
平
王
収
復
東
京
、
十
二
月
上
皇
至
自
蜀
。「
行
在
」
字
、

「
神
堯
」
字
、
皆
謂
上
皇
也
。『
千
家
注
』
編
此
於
梓
・
閬
諸
詩

之
間
、
則
以
為
指
代
宗
幸
陝
之
事
。
然
詳
結
句
「
神
堯
旧
天
下
、

会
見
出
腥
臊
」、
則
非
安
史
之
乱
不
足
以
当
之
、
其
誤
審
矣
。

　

此
の
篇
は
趙
次
翁
本
に
見
ゆ
、
題
し
て
云
う
、
至
徳
二
載
丁

酉
の
作
と
。
題
す
る
所
の
年
分
と
詩
意
と
に
拠
り
て
之
を
参
考

す
る
に
、
鄜
州
に
在
り
し
時
の
作
に
似
た
り
。
公
は
八
月
を
以

て
鄜
州
に
還
り
、
十
月
に
至
り
て
広
平
王　

東
京
を
収
復
し
、

十
二
月
に
上
皇　

蜀
よ
り
至
る
。「
行
在
」
の
字
、「
神
堯
」
の

字
は
、
皆
な
上
皇
を
謂
う
な
り
。『
千
家
注
』
は
此
れ
を
梓
・

閬
の
諸
詩
の
間
に
編
め
ば
、
則
ち
以
て
代
宗　

陝
に
幸
す
る
の

事
を
指
す
と
為
す
。
然
る
に
結
句
の
「
神
堯
の
旧
天
下
、
会
ず

腥
臊
よ
り
出
ず
る
を
見
ん
」
を
詳
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
安
史
の

乱
に
非
ざ
れ
ば
以
て
之
に
当
つ
る
に
足
ら
ず
、
其
の
誤
れ
る
こ

と
審

つ
ま
び
らか
な
り
。

　

広
平
王
は
粛
宗
の
長
子
、
李
俶
の
こ
と
、
後
の
代
宗
で
あ
る
。
こ

こ
に
言
及
さ
れ
る
『
千
家
注
』
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
集
千
家
注

杜
詩
』
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
巻
十
は
、「
避
地
」
を
「
愁
坐
」
と

「
閬
山
歌
」
の
間
に
置
き
、「
閬
山
歌
」
の
注
に
、「
広
徳
二
年
、
閬

州
作
。
鶴
曰
、
是
年
公
自
梓
挈
家
再
往
閬
、
冬
又
自
閬
帰
成
都
（
広

徳
二
年
、
閬
州
の
作
。
鶴
曰
く
、
是
の
年　

公
は
梓
よ
り
家
を
挈た
ず
さえ

て
再
び
閬
に
往
き
、
冬　

又
閬
よ
り
成
都
に
帰
る
）。」
と
言
っ
て
い

る
。
後
に
述
べ
る
が
、
代
宗
の
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
に
近
い
時
期

の
作
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
黄
生
は
こ
の
詩
を
、『
杜

臆
』
と
同
じ
く
至
徳
二
載
の
作
と
し
つ
つ
、
杜
甫
が
家
族
を
鄜
州
に

訪
ね
た
時
の
作
と
見
な
し
て
い
る
。
確
か
に
杜
甫
が
鳳
翔
の
行
在
所

か
ら
鄜
州
・
羌
村
の
家
族
の
も
と
に
向
か
っ
た
の
は
至
徳
二
載
の
閏

八
月
、
洛
陽
が
李
俶
や
郭
子
儀
ら
の
軍
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
た
の
は

同
十
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
杜
甫
は
鄜
州
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
て

左
拾
遺
と
し
て
復
帰
し
、
つ
い
で
粛
宗
に
付
き
従
っ
て
長
安
に
入
っ

て
い
る
。
杜
甫
は
鳳
翔
の
行
在
所
か
ら
鄜
州
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、「
行
在　

僅
か
に
信
を
聞
く
」
と
い
う
の
は
当
然
、
粛
宗

の
そ
れ
で
は
な
く
、
上
皇
（
玄
宗
）
の
成
都
の
行
在
所
を
指
す
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
た
と
え
杜
甫
が
上
皇
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た

と
し
て
も
、
こ
こ
で
上
皇
の
行
在
所
を
持
ち
出
す
の
は
飛
躍
が
過
ぎ

よ
う
。
ま
た
『
杜
詩
闡
』
巻
四
は
こ
の
詩
を
「
哀
王
孫
」
と
「
悲
陳
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陶
」
の
間
に
置
い
て
い
る
か
ら
、
長
安
軟
禁
中
の
作
と
考
え
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
読
杜
心
解
』
の
よ
う
に
至
徳
元
載
（
天
宝
一
五

載
。
七
月
、
至
徳
と
改
元
）
の
作
と
す
る
も
の
も
あ
る
。『
読
杜
心

解
』「
少
陵
編
年
詩
目
譜
」
は
こ
の
詩
を
「
悲
青
坂
」
と
「
送
霊
州

李
判
官
」
の
間
に
置
き
、
巻
三
之
一
の
注
に
お
い
て
は
、「
編
至
徳

元
載
、
即
天
宝
十
五
載
、
時
安
禄
山
已
陥
長
安
矣
（
至
徳
元
載
、
即

ち
天
宝
十
五
載
に
編
む
、
時
に
安
禄
山　

已
に
長
安
を
陥
る
）。」
と

言
い
、「
神
堯
」
を
高
祖
・
李
淵
の
こ
と
と
解
し
、「
苦
奔
竄
而
望
治

也
（
奔
竄
に
苦
し
み
て
治
を
望
む
な
り
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
三
は
、「
三
川
観
水
漲
二
十
韻
」
と
「
哀
王
孫
」
の

間
に
置
き
、「
行
在
」
の
句
に
は
、「
時
粛
宗
已
即
位
（
時
に
粛
宗
は

已
に
即
位
す
）。」
と
注
し
、「
奴
僕
」
の
句
に
は
、「
当
時
賊
党
如
田

乾
真
・
蔡
希
徳
・
崔
乾
祐
之
徒
、
各
擁
旌
旄
（
当
時　

賊
党
の
田
乾

真
・
蔡
希
徳
・
崔
乾
祐
の
徒
の
如
き
は
、
各
ゝ
旌
旄
を
擁
す
）。」
と

注
（
（
（

を
加
え
、
さ
ら
に
尾
聯
に
は
、「
腥
臊
、
犬
羊
也
、
指
禄
山
（
腥

臊
は
、
犬
羊
な
り
、
禄
山
を
指
す
）。」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、『
杜

詩
鏡
銓
』
も
こ
の
詩
を
至
徳
元
載
の
秋
こ
ろ
、
長
安
軟
禁
中
に
書
か

れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
詳
注
』
の
題
下
注
は
冒
頭
に
引
い
た
。『
詳
注
』
は
こ
の
詩
を
、

い
ず
れ
も
至
徳
元
載
十
月
の
作
で
あ
る
「
悲
青
坂
」
と
「
対
雪
」
の

間
に
置
き
、
顧
宸
の
見
解
を
肯
定
し
て
、「
避
地
白
水
・
鄜
州
間
、

竄
帰
鳳
翔
時
也
（
地
を
白
水
・
鄜
州
の
間
に
避
け
、
竄の
が

れ
て
鳳
翔
に

帰
せ
ん
と
せ
し
時
な
り
）。」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
詩
の
内
容
に

つ
い
て
は
、「
上
四
避
乱
傷
時
、
下
思
遭
逢
新
主
而
光
復
旧
物
也
。

能
写
出
皇
皇
奔
赴
之
情
、
汲
汲
匡
時
之
志
（
上
四
は
乱
を
避
け
時
を

傷
み
、
下
は
新
主
に
遭
逢
し
て
旧
物
を
光
復
せ
ん
こ
と
を
思
う
な
り
。

能
く
皇
皇
と
し
て
奔
赴
す
る
の
情
、
汲
汲
と
し
て
時
を
匡た

だ

さ
ん
と
す

る
の
志
を
写
し
出
だ
す
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
杜
甫
が
ど
こ
で
捕
ら

え
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
定
説
は
な
い
が
、
鄜
州
の
近
郊
で
至
徳
元

載
の
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
の
あ
る
時
期
に
捕
ら
え
ら
れ
て
長
安

に
連
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
杜
甫
全
詩
訳
注
（
四
）』
講
談
社

学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
所
載
、
古
川
末
喜
作
成
「
杜
甫
年
譜
」
に
よ

る
）。
従
っ
て
『
詳
注
』
の
編
次
に
は
混
乱
が
あ
ろ
う
。「
白
水
・
鄜

州
の
間
」
に
避
難
し
た
時
の
作
と
考
え
る
な
ら
ば
こ
の
詩
は
、
五
月

か
ら
七
月
の
間
の
作
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、「
至
徳
元
載
、
十
月
」

に
、
長
安
で
書
か
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、「
地
を
避
く
」
と
い
う
詩

題
、
も
し
く
は
冒
頭
の
句
と
の
整
合
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
避
地
」
の
語
自
体
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
し
よ
う
。

　

近
年
で
は
張
忠
綱
主
編
『
杜
甫
大
辞
典
』（
山
東
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
九
）
が
偽
作
説
と
「
旧
注
」
の
至
徳
二
載
に
書
か
れ
た
と
い

う
説
を
否
定
し
て
、
至
徳
元
載
（
七
五
六
）
の
秋
に
鄜
州
附
近
で
書
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か
れ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
も
冒
頭
の
「
歳

時
晩
る
」
と
い
う
記
述
と
矛
盾
し
よ
う
。

三

　

こ
こ
で
詩
中
に
見
え
る
「
避
地
」、
及
び
「
行
在
」
の
語
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
「
避
地
」
に
つ
い
て
『
詳
注
』
は
張
協
「
七
命
、
八
首
」〈
其
一
〉

（『
文
選
』
巻
三
五
）
の
一
文
「
今
公
子
違
世
陸
沈
、
避
地
独
竄
、
有

生
之
歓
滅
、
資
父
之
義
廃
（
今　

公
子
は
世
を
違さ

け
て
陸
沈
し
、
地

を
避
け
て
独
り
竄
れ
、
有
生
の
歓
滅
び
、
資
父
の
義
廃す

た

る
）。」
を
出

典
と
し
て
引
く
。
殉
華
大
夫
が
大
荒
山
に
隠
遁
し
て
い
る
沖
漠
公
子

に
向
か
っ
て
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
小
尾
郊
一
『
文
選

（
文
章
篇
）
五
』（
集
英
社
、
一
九
七
五
）
は
、「
今
、
あ
な
た
は
時

世
に
背
い
て
隠
遁
し
、
こ
の
地
に
身
を
避
け
て
独
り
隠
れ
、
生
き
て

い
る
こ
と
の
楽
し
み
も
消
え
、
君
臣
の
義
も
廃
れ
、
…
…
。」
と
訳

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
文
は
『
論
語
』
憲
問
篇
の
、「
子
曰
、

賢
者
辟
世
。
其
次
辟
地
。
其
次
辟
色
。
其
次
辟
言
。（
子
曰
く
、
賢

者
は
世
を
辟さ

く
。
其
の
次
は
地
を
辟
く
。
其
の
次
は
色
を
辟
く
。
其

の
次
は
言
を
辟
く
と
）。」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
賢
者
は
道
の

行
わ
れ
な
い
乱
世
に
お
い
て
は
災
難
を
避
け
て
他
の
地
方
に
移
る
、

と
の
意
味
で
あ
る
。
吉
田
賢
抗
『
論
語
』（
明
治
書
院
、
一
九
六

〇
）
は
こ
の
前
半
部
分
を
、「
賢
者
が
仕
え
ず
に
避
け
遠
ざ
か
る
場

合
が
四
つ
あ
る
。
第
一
に
世
が
乱
れ
る
と
、
避
け
て
世
に
出
な
い
。

そ
の
次
の
場
合
は
乱
国
を
去
っ
て
治
ま
っ
た
国
に
行
く
。」
と
通
釈

し
、
平
岡
武
夫
『
論
語
』（
集
英
社
、
一
九
八
〇
）
の
「
語
釈
」
は

「
避
地
」
を
、「
乱
れ
た
国
を
離
れ
て
、
平
和
な
国
に
行
く
。」
と
解

し
て
い
る
。『
後
漢
書
』
巻
二
十
九
、
郅し
つ
う
ん惲

伝
に
は
、「
後
坐
事
左
転

芒
長
、
復
免
帰
、
避
地
教
授
、
著
書
八
篇
（
後　

事
に
坐
し
て
芒
の

長
に
左
転
せ
ら
れ
、
復
た
免
れ
て
帰
り
、
地
を
避
け
て
教
授
し
、
書

八
篇
を
著
す
）。」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
李
賢
の
注
に
、「
避
地
、

謂
隠
遁
也
（
地
を
避
く
は
、
隠
遁
す
る
を
謂
う
な
り
）。」
と
あ
る
。

こ
の
場
合
は
俗
世
間
か
ら
離
れ
て
隠
遁
す
る
意
味
に
な
る
。

　

江
総
「
脩
心
賦
」（『
陳
書
』
巻
二
七
、
江
総
伝
）
の
序
に
は
、

「
太
清
四
年
秋
七
月
、
避
地
於
会
稽
竜
華
寺
（
太
清
四
年
秋
七
月
、

地
を
会
稽
の
竜
華
寺
に
避
く
）。」
と
あ
り
、
本
文
に
も
、「
幸
避
地

而
高
棲
、
憑
調
御
之
遺
旨
（
幸
い
に
地
を
避
け
て
高
棲
し
、
調
御
の

遺
旨
に
憑
る
）。」
と
あ
る
。
梁
・
簡
文
帝
の
太
清
四
年
（
五
五
〇
。

大
宝
元
年
の
誤
り
）
の
秋
、
侯
景
の
乱
を
会
稽
に
避
け
た
の
で
あ
る
。

　

詩
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
王
維
の
「
桃
源
行
」（『
全
唐
詩
』
巻

一
二
五
）
は
桃
花
源
の
故
事
に
題
材
を
と
っ
た
作
品
で
あ
る
。

初
因
避
地
去
人
間　

初
め
地
を
避
く
る
に
因
り
て
人
間
を
去
り

及
至
成
仙
遂
不
還　

仙
と
成
る
に
至
る
に
及
ん
で
遂
に
還
ら
ず
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こ
の
「
避
地
」
は
秦
末
の
動
乱
を
避
け
て
桃
花
源
に
移
り
住
ん
だ

こ
と
を
言
う
。

　

儲
光
羲
の
「
貽
王
処
士
子
文
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
三
八
）
は
王
勃

に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

避
地
歌
三
楽　

地
を
避
け
て
三
楽
を
歌
い

　
　

遊
山
賦
九
吟　

山
に
遊
ん
で
九
吟
を
賦
す

　
「
三
楽
」
は
、
天
・
地
・
鬼
を
祀
る
音
楽
。「
九
吟
」
は
、
九
歌
と

同
じ
く
、
禹
の
時
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
楽
曲
に
借
り
て
言
う
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
「
避
地
」
は
隠
遁
と
い
う
の
に
等
し
い
。

　

王
昌
齢
「
武
陵
開
元
観
黄
錬
師
院
、
三
首
」〈
其
二
〉（『
全
唐

詩
』
巻
一
四
三
）
は
武
陵
の
道
観
、
開
元
観
を
桃
花
源
に
喩
え
て
い

る
。

　
　

聞
道
秦
時
避
地
人　

聞き
く
な
ら道
く
秦
時　

地
を
避
く
る
の
人

　
　

至
今
不
与
人
通
問　

今
に
至
る
も
人
と
通
問
せ
ず

　

こ
の
「
避
地
」
は
ま
さ
し
く
戦
乱
の
地
を
離
れ
て
平
穏
な
場
所
に

移
り
住
む
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

劉
長
卿
（
（
（

「
宿
厳
維
宅
、
送
包
佶
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）
の

「
避
地
」
も
、
隠
遁
す
る
、
隠
居
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

　
　

江
湖
同
避
地　

江
湖　

同と
も

に
地
を
避
け

　
　

分
首
自
依
依　

分
首
し
て
自
ず
か
ら
依
依
た
り

　

ま
た
劉
長
卿
に
は
「
避
地
江
東
、
留
別
淮
南
使
院
諸
公
（
地
を
江

東
に
避
け
ん
と
し
て
、
淮
南
使
院
の
諸
公
に
留
別
す
）」（『
全
唐

詩
』
巻
一
五
一
）
と
題
す
る
詩
も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
建
中
三
年
（
七

八
二
）
の
春
、
以
前
随
っ
て
い
た
李
希
烈
の
反
状
が
明
ら
か
に
な
っ

た
た
め
に
、
そ
の
陣
営
か
ら
去
っ
て
江
東
へ
行
こ
う
と
し
た
時
の
作

で
あ
る
。

　

李
白
は
詩
中
に
は
こ
の
語
を
用
い
な
い
が
、「
経
乱
後
、
将
避
地

剡
中
、
留
贈
崔
宣
城
（
乱
を
経
て
後
、
将
に
地
を
剡
中
に
避
け
ん
と

し
て
、
崔
宣
城
に
留
贈
す
）」（『
全
唐
詩
』
巻
一
七
一
）、
及
び
「
避

地
司
空
原
、
言
懐
（
地
を
司
空
原
に
避
け
、
懐
い
を
言
う
）」（『
全

唐
詩
』
巻
一
八
三
）
と
い
う
題
を
も
つ
詩
が
あ
る
。
前
者
は
至
徳
元

載
の
春
、
宣
城
で
書
か
れ
て
お
り
、
詩
中
に
安
禄
山
が
長
安
を
陥
落

さ
せ
た
こ
と
を
、「
中
原
走
犲
虎
、
烈
火
焚
宗
廟
（
中
原　

犲
虎
を

走
ら
せ
、
烈
火　

宗
廟
を
燓
く
）」
と
描
写
す
る
。
後
者
は
至
徳
二

載
の
冬
、
司
空
原
（
司
空
山
）
で
書
か
れ
た
。
末
聯
に
は
隠
遁
の
意

志
を
示
し
て
、「
一
随
王
喬
去
、
長
年
玉
天
賓
（
一
た
び
王
喬
に
随

っ
て
去
り
、
長
年　

玉
天
の
賓
た
ら
ん
）」
と
言
う
。
い
ず
れ
も
戦

乱
の
地
を
去
っ
て
平
穏
な
地
に
移
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

　

杜
甫
の
詩
に
は
こ
の
語
が
三
例
見
ら
れ
る
。
早
い
の
は
七
律
「
発

閬
中
」（『
詳
注
』
巻
一
二
）
で
あ
り
、
広
徳
元
年
（
七
六
三
）
の
冬
、

閬
州
か
ら
梓
州
へ
向
か
う
時
に
書
か
れ
た
。

　
　

前
有
毒
蛇
後
猛
虎　

前
に
毒
蛇
有
り
後
に
は
猛
虎
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渓
行
尽
日
無
村
塢　

渓
行　

尽
日　

村
塢
無
し

　
　
　

…
…　
　
　
　
　
　

…
…

　
　

別
家
三
月
一
書
来　

家
に
別
れ
て
よ
り
三
月　

一
書
来
る

　
　

避
地
何
時
免
愁
苦　

地
を
避
け
何
れ
の
時
か
愁
苦
を
免
る

　

第
五
句
に
「
女
病
妻
憂
帰
意
急
（
女

む
す
め

病
み
妻
憂
う
れ
ば
帰
意
急
な

り
）」
と
あ
る
の
は
、
妻
か
ら
の
手
紙
で
娘
の
病
気
を
知
っ
た
の
で

あ
る
。
多
く
の
注
は
こ
の
詩
の
「
避
地
」
に
触
れ
な
い
が
、
例
え
ば

李
寿
松
・
李
翼
雲
『
全
杜
詩
新
釈
』（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
）
は
、

「
為
避
乱
而
輾
転
外
郷
。」
と
簡
潔
に
注
す
る
。
徐
知
道
の
乱
に
よ
っ

て
浣
花
草
堂
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
杜
甫
は
「
地
を
避
け
」
て
、
家
族

を
梓
州
に
置
き
、
周
辺
の
土
地
を
転
々
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大

暦
四
年
（
七
六
九
）
の
春
、
潭
州
か
ら
さ
ら
に
南
方
の
衡
州
へ
と
湘

江
を
溯
ろ
う
と
し
て
い
た
時
に
書
か
れ
た
五
律
「
南
征
」（『
詳
注
』

巻
二
二
）
に
も
こ
の
語
が
あ
る
。
前
半
を
引
こ
う
。

　
　

春
岸
桃
花
水　

春
岸　

桃
花
の
水

　
　

雲
帆
楓
樹
林　

雲
帆　

楓
樹
の
林

　
　

偸
生
長
避
地　

生
を
偸
み
て
長
く
地
を
避
け

　
　

適
遠
更
霑
襟　

遠
き
に
適ゆ

か
ん
と
し
て
更
に
襟
を
霑
す

　
『
詳
注
』
と
『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
三
之
六
が
楊
慎
の
説
を
引
き
、「
桃

水
、
用
秦
人
桃
源
事
。
…
…
避
地
、
接
桃
花
句
（
桃
水
は
、
秦
人
の

桃
源
の
事
を
用
う
。
…
…
地
を
避
く
は
、
桃
花
の
句
に
接
す
）。」
と

述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
「
避
地
」
は
桃
花
源
の
故
事
を
踏
ま
え
、

平
穏
に
暮
ら
せ
る
土
地
を
長
い
こ
と
探
し
求
め
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

最
晩
年
の
大
暦
五
年
（
七
七
〇
）
に
書
か
れ
た
七
律
「
長
沙
、
送
李

十
一
」（『
詳
注
』
巻
二
三
）
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

与
子
避
地
西
康
州　

子
と
地
を
西
康
州
に
避
け

　
　

洞
庭
相
逢
十
二
秋　

洞
庭　

相
い
逢
う
十
二
秋

　

李
十
一
は
李
銜
の
こ
と
。『
詳
注
』
に
、「
公
以
乾
元
二
年
冬
寓
同

谷
、
至
大
暦
五
年
為
十
二
秋
（
公
は
乾
元
二
年
の
冬
同
谷
に
寓
す
る

を
以
て
、
大
暦
五
年
に
至
る
を
十
二
秋
と
為
す
）。」
と
あ
る
よ
う
に
、

李
銜
と
は
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
の
冬
に
西
康
州
（
同
谷
）
で
会
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
杜
甫
に
と
っ
て
は
秦
州
か
ら
同
谷
へ
と
移
っ
た
こ

と
も
「
地
を
避
」
け
る
行
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
避
地
」
は
、
杜
甫
以
前
の
詩
と
同
様
、

「
南
征
」
の
詩
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
桃
源
郷
の
よ
う
な
、
戦
乱
の

な
い
平
穏
な
場
所
に
行
く
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

で
は
「
行
在
」、「
行
在
所
」
の
語
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
送
韋
十
六
評
事
充
同
谷
防
禦
判
官
」（『
詳
注
』
巻
五
）
は
至
徳

二
載
の
夏
、
鳳
翔
の
行
在
所
で
、
長
安
軟
禁
中
に
知
っ
た
韋
評
事
が

同
谷
へ
赴
任
す
る
の
を
見
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
冒
頭
を
引
く
。

　
　

昔
没
賊
中
時　

昔　

賊
中
に
没
せ
し
時

　
　

潜
与
子
同
遊　

潜
か
に
子
と
同と

も

に
遊
ぶ
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今
帰
行
在
所　

今　

行
在
所
に
帰
す

　
　

王
事
有
去
留　

王
事　

去
留
有
り

　

こ
の
行
在
所
は
当
然
、
鳳
翔
を
指
す
。「
北
征
」（『
詳
注
』
巻

五
）
は
、
前
詩
と
同
じ
至
徳
二
載
の
閏
八
月
、
鳳
翔
の
行
在
所
か
ら

妻
子
の
い
る
鄜
州
へ
帰
っ
た
時
の
作
で
あ
る
。

　
　

揮
涕
恋
行
在　

涕
を
揮
っ
て
行
在
を
恋
い

　
　

道
途
猶
恍
惚　

道
途　

猶
お
恍
惚
た
り

　

こ
の
句
は
、
旅
立
っ
て
き
た
鳳
翔
の
行
在
所
に
い
る
「
中
興
の

主
」
で
あ
る
粛
宗
を
思
慕
す
る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
詩
か
ら
も
『
杜

臆
』
が
「
行
在
」
を
成
都
に
逃
れ
た
玄
宗
の
行
在
所
を
指
す
と
す
る

説
の
不
自
然
さ
が
理
解
さ
れ
よ
う
。「
送
李
卿
燁
」（『
詳
注
』
巻
一

二
）
は
、
一
度
は
刑
部
侍
郎
に
昇
っ
た
も
の
の
乾
元
元
年
（
七
五

八
）
の
四
月
に
、
嶺
南
の
県
尉
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
李
燁
が
広
徳
二

年
（
七
六
四
）
の
正
月
、
赦
さ
れ
て
長
安
へ
戻
る
途
中
、
閬
州
に
立

ち
寄
っ
た
際
に
書
か
れ
た
送
別
の
詩
で
あ
る
。
前
半
を
引
く
。

　
　

王
子
思
帰
日　

王
子　

帰
る
を
思
う
の
日

　
　

長
安
已
乱
兵　

長
安　

已
に
乱
兵
あ
り

　
　

霑
衣
問
行
在　

衣
を
霑
し
て
行
在
を
問
い

　
　

走
馬
向
承
明　

馬
を
走
ら
せ
て
承
明
に
向
か
う

　

こ
の
詩
が
書
か
れ
た
前
年
の
十
月
に
は
、
高
暉
に
導
か
れ
た
吐
蕃

が
京
畿
に
侵
攻
し
、
代
宗
は
一
時
期
、
陝
州
へ
と
逃
れ
て
い
た
。
こ

の
行
在
は
代
宗
の
行
在
所
を
い
う
。
代
宗
は
十
二
月
に
は
長
安
へ
復

帰
す
る
の
だ
が
、
杜
甫
は
行
在
の
状
況
を
十
分
に
は
知
り
得
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
に
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
後
に
も
述
べ
る
が
、

『
集
千
家
注
杜
詩
』
が
「
避
地
」
を
閬
州
で
の
作
と
見
な
し
た
の
は
、

こ
の
詩
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
傷
春
、
五

首
」〈
其
三
〉（『
詳
注
』
巻
一
三
）
も
前
詩
と
同
じ
閬
州
で
広
徳
二

年
の
春
に
書
か
れ
た
。
末
尾
を
引
こ
う
。

　
　

行
在
諸
軍
闕　

行
在　

諸
軍
闕
け

　
　

来
朝
大
将
稀　

来
朝　

大
将
稀
な
り

　
　

賢
多
隠
屠
釣　

賢
は
多
く
屠
釣
に
隠
る

　
　

王
肯
載
同
帰　

王
肯
て
載
せ
て
同
に
帰
ら
ん
や

　

こ
の
行
在
も
陝
州
の
行
在
所
を
指
し
て
言
う
。
朱
鶴
齢
『
杜
工
部

詩
集
輯
注
』
巻
十
は
『
唐
書
』
を
節
略
し
て
引
き
、「
代
宗
幸
陝
、

諸
鎮
畏
程
元
振
讒
構
、
莫
至
朝
廷
、
所
恃
者
惟
郭
子
儀
一
人
（
代
宗

　

陝
に
幸
す
る
や
、
諸
鎮　

程
元
振
の
讒
構
を
畏
れ
、
朝
廷
に
至
る

も
の
莫
し
、
恃
む
所
の
者
は
惟
だ
郭
子
儀
一
人
の
み
）。」
と
言
っ
て

い
る
。
た
だ
し
「
送
李
卿
燁
」
を
書
い
た
時
と
同
じ
く
、
詳
し
い
情

報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、〈
其
四
〉
で
は
、「
近
伝
王
在
洛
、
復

道
使
帰
秦
（
近
ご
ろ
伝
う
王
は
洛
に
在
り
と
、
復
た
道
う
使
は
秦
に

帰
る
と
）」
と
述
べ
て
い
て
、
陝
州
と
い
う
場
所
を
把
握
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
杜
甫
の
詩
に
最
後
に
こ
の
語
が
見
え
る
の
は
大
暦
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二
年
（
七
六
七
）
の
七
月
、
夔
州
で
書
か
れ
た
「
贈
李
八
秘
書
別
、

三
十
韻
」（『
詳
注
』
巻
一
七
）
で
あ
る
。
長
安
に
向
か
う
李
某
と
は

か
つ
て
朝
廷
で
同
僚
だ
っ
た
。
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

往
時
中
補
右　

往
時　

中
の
補
右

　
　

扈
蹕
上
元
初　

扈こ

蹕ひ
つ

す
上
の
元
初

　
　

反
気
凌
行
在　

反
気　

行
在
を
凌
ぎ

　
　

妖
星
下
直
廬　

妖
星　

直
廬
に
下
る

　
『
詳
注
』
は
、「
反
気
四
句
、
上
皇
西
巡
（
反
気
の
四
句
は
、
上
皇

　

西
巡
す
）。」
と
言
い
、
長
安
を
脱
出
し
て
蜀
地
に
向
か
っ
た
玄
宗

（
上
皇
）
の
行
在
所
を
反
乱
の
気
配
が
覆
っ
て
い
た
こ
と
を
い
う
と

解
し
て
い
る
。
こ
の
句
の
存
在
が
『
杜
臆
』
の
解
釈
に
影
響
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
『
読
杜
心
解
』
巻
五
之
三
は
、「
其

時
鳳
翔
冦
警
畳
報
（
其
の
時　

鳳
翔
の
冦
警
は
畳か

さ

ね
て
報
ず
）。」
と

い
っ
て
お
り
、
鳳
翔
の
行
在
所
を
指
す
と
す
る
説
（
（
（

も
あ
る
。

四

　
「
避
地
」
に
戻
ろ
う
。
こ
の
詩
の
冒
頭
の
句
に
つ
い
て
顧
宸
の
注

が
、「
曰
歳
時
晩
、
必
是
冬
月
矣
（
歳
時
晩
る
と
曰
え
ば
、
必
ず
是

れ
冬
月
な
り
）。」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
冬
、
そ
れ
も
年
末
に
書
か

れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
杜
臆
』
の
よ
う
に
、
至

徳
二
載
の
夏
に
、
長
安
か
ら
脱
出
し
て
鳳
翔
へ
向
か
っ
た
時
の
作
と

す
る
説
に
は
根
拠
が
な
い
。

　

長
安
軟
禁
時
の
作
と
す
る
『
読
杜
心
解
』、『
杜
詩
鏡
銓
』、『
杜
詩

闡
』
な
ど
の
説
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
杜
甫
が
反
乱
軍
占
領
下
の
長

安
に
留
ま
っ
て
い
た
の
は
、
ほ
ぼ
至
徳
元
載
（
七
五
六
）
の
秋
か
ら

翌
二
載
の
春
の
末
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
間
の
冬
と
言
え
ば
至
徳
元
載

の
冬
し
か
な
い
。
こ
の
時
期
に
、
果
た
し
て
反
乱
軍
の
支
配
す
る
地

域
か
ら
逃
れ
て
平
穏
な
地
に
向
か
う
こ
と
を
詠
ず
る
で
あ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
よ
う
に
『
詳
注
』
は
こ
の
詩
を
、「
悲
青
坂
」
の
後
に
置

く
。
こ
の
詩
は
至
徳
元
載
十
月
に
、
唐
軍
が
陳
陶
斜
で
の
敗
戦
に
続

き
青
坂
で
再
び
大
敗
し
た
こ
と
を
詠
ず
る
。「
避
地
」
を
編
次
し
て

長
安
軟
禁
中
の
詩
の
う
ち
に
配
置
す
る
な
ら
ば
こ
の
時
点
し
か
考
え

ら
れ
な
い
が
、
余
儀
な
く
長
安
に
留
め
ら
れ
て
い
る
境
遇
を
「
地
を

避
け
て
歳
時
晩
」
る
と
詠
ず
る
こ
と
は
、
占
領
下
の
長
安
を
桃
源
の

よ
う
な
平
穏
な
地
と
見
な
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

長
安
で
書
か
れ
た
と
す
る
説
は
全
て
否
定
さ
れ
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
『
集
千
家
注
杜
詩
』
の
よ
う
に
閬
州
で
書
か
れ
た
可
能

性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
（
（
（

。
杜
甫
が
梓
州
・
閬
州
一
帯
を
往
来
し
て
い

た
の
は
、
厳
武
を
綿
州
ま
で
送
っ
た
宝
応
元
年
（
七
六
二
。
四
月
、

上
元
を
改
元
）
の
七
月
か
ら
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
の
二
月
ま
で
で

あ
り
、
こ
の
間
の
冬
と
い
え
ば
広
徳
元
年
（
七
六
三
。
七
月
、
宝
応

を
改
元
）
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
先
述
の
通
り
、
こ
の
年
の
十
月
に
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は
吐
蕃
が
長
安
に
入
冦
し
て
代
宗
が
陝
州
に
避
難
し
、
十
二
月
に
な

っ
て
郭
子
儀
が
吐
蕃
を
撃
退
し
て
代
宗
が
戻
る
と
い
う
事
態
が
起
こ

っ
て
い
る
。
こ
の
間
は
「
行
在
」
が
置
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ

の
説
は
十
分
に
成
立
し
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
杜
甫
は
こ
の
吐

蕃
の
入
冦
が
原
因
で
「
地
を
避
」
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
徐
知

道
の
叛
乱
が
起
こ
っ
て
浣
花
草
堂
に
戻
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
杜

甫
は
こ
の
こ
と
を
「
贈
王
二
十
四
侍
御
契
四
十
韻
」（『
詳
注
』
巻
一

三
）
で
「
子
去
何
瀟
灑
、
余
蔵
異
隠
淪
（
子
　
去
る
は
何
ぞ
瀟
灑
た

る
、
余わ

れ
蔵か

く

る
る
は
隠
淪
に
異
な
れ
り
）」
と
、
振
り
返
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
辺
連
宝
（
一
七
〇
〇
～
一
七
七
三
）
の
『
杜
律
啓
蒙
』
五
言
巻
一

は
こ
の
詩
に
つ
い
て
、「
首
聯
已
完
題
面
、
以
下
俱
是
感
慨
（
首
聯

は
已
に
題
面
に
完ま

つ
たし

、
以
下
は
俱
に
是
れ
感
慨
）。」
と
述
べ
、
つ
い

で
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
只
五
六
句
中
、
便
作
九
転
回
腸
、
是
何
等
神
理
。
且
豫
卜
賊

勢
不
久
、
則
両
京
恢
復
国
運
中
興
、
已
在
公
握
算
中
矣
。
是
何

等
識
見
。
其
以
稷
契
自
比
、
有
以
也
。

　
只
だ
五
六
句
の
中
、
便
ち
九
転
回
腸
を
作な

す
、
是
れ
何
等
の

神
理
ぞ
。
且
つ
豫

あ
ら
か
じめ

賊
勢
の
久
し
か
ら
ざ
る
を
卜
せ
ば
、
則
ち

両
京
恢
復
し
て
国
運
中
興
す
る
こ
と
、
已
に
公
の
握
算
中
に
在

り
。
是
れ
何
等
の
識
見
ぞ
。
其
の
稷
契
を
以
て
自
ら
比
す
る
は
、

以ゆ
え

有
る
な
り
。

　
こ
の
よ
う
に
杜
甫
の
先
見
性
を
無
条
件
に
賛
美
す
る
見
解
は
別
と

し
て
も
、
真
偽
の
問
題
は
決
着
を
み
た
と
は
言
え
な
い
。
先
に
「
弁

偽
札
記
」
の
説
を
見
た
が
、
近
年
に
至
っ
て
も
王
士
菁
『
杜
甫
詞

典
』（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
は
、
白
水
・
鄜
州
か
ら
鳳

翔
へ
と
向
か
う
時
の
作
と
認
め
て
い
る
。
こ
の
説
が
成
り
立
た
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。

　『
杜
甫
全
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
は
「
備

考
」
と
し
て
こ
の
詩
に
「
関
於
此
詩
真
偽
的
考
弁
」
を
付
し
、
諸
家

の
見
解
を
引
用
し
な
が
ら
、「
今
按
、
是
詩
真
偽
、
諸
家
異
説
、
似

無
確
拠
、
今
仍
依
顧
説
繫
之
至
徳
元
載
冬
。」
と
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
謝
思
煒
『
杜
甫
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
）

巻
十
八
、
補
遺
は
、「
銭
箋
、『
草
堂
』
引
趙
次
翁
本
題
云
至
徳
二
載

（
七
五
七
）
作
。
仇
注
引
顧
注
、
当
是
至
徳
元
載
（
七
五
六
）
冬
作
、

蓋
避
地
白
水
・
鄜
州
間
、
竄
帰
鳳
翔
時
也
。」
と
指
摘
し
て
、
顧
宸

の
注
を
引
く
『
詳
注
』
の
説
を
肯
定
し
て
い
る
。
　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
ご
く
近
年
に
至
っ
て
も
「
避
地
」
の
真
偽
に
つ
い
て

は
様
々
な
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
『
杜
甫
全

集
校
注
』
が
「
是
詩
真
偽
、
諸
家
異
説
、
似
無
確
拠
、
…
…
。」
と

言
う
の
は
穏
当
な
説
で
は
あ
ろ
う
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
杜
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甫
の
生
涯
の
行
動
に
照
ら
し
て
み
る
と
、「
避
地
」
詩
に
詠
じ
ら
れ

る
よ
う
な
、
あ
る
年
の
末
、
そ
れ
も
行
在
所
が
置
か
れ
る
よ
う
な
動

乱
の
時
期
に
、
家
族
が
平
穏
に
暮
ら
せ
る
土
地
を
求
め
て
移
動
す
る

状
況
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
「
弁

偽
札
記
」
や
蒋
寅
「『
避
地
』
弁
偽
」、
特
に
後
者
が
、
杜
甫
に
偽
托

し
た
宋
人
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

　
王
洙
（
九
九
七
～
一
〇
五
七
）
が
編
ん
だ
『
杜
工
部
集
』
二
十
巻

の
、
王
琪
の
手
に
な
る
「
後
記
」（『
銭
注
杜
詩
』
附
録
、『
詳
注
』

附
編
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　
近
世
学
者
、
争
言
杜
詩
。
愛
之
深
者
、
至
剽
掠
句
語
。
…
…
。

又
人
人
購
其
亡
逸
、
多
或
百
余
篇
、
少
数
十
句
。
蔵
弆
矜
大
、

復
自
以
為
有
得
。

　
近
世
の
学
者
は
、
争
っ
て
杜
詩
を
言
う
。
之
を
愛
す
る
こ
と

深
き
者
は
、
句
語
を
剽
掠
す
る
に
至
る
。
…
…
。
又
人
人
は
其

の
亡
逸
せ
し
を
購
い
、
多
き
は
或
い
は
百
余
篇
、
少
な
き
も
数

十
句
。
蔵
弆
し
て
大
を
矜
り
、
復
た
自
ら
以
て
得
た
る
有
り
と

為
す
。

　
杜
甫
の
詩
文
集
が
編
ま
れ
始
め
た
北
宋
期
に
、
既
に
真
偽
の
定
か

で
は
な
い
作
品
が
混
入
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

　
　
注

（
1
）『
滄
浪
詩
話
』
は
遂
を
逐
に
作
り
、『
詩
人
玉
屑
』
は
僅
を
近
に
作
る
。

（
2
）
同
様
の
指
摘
は
、
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
巻
一
一
、「
考
証
」
に
も
、

「
少
陵
有
避
地
詩
一
首
云
、「
…
…
。」
題
下
公
自
注
云
、「
至
徳
二
載
丁

酉
作
」、
此
則
真
少
陵
語
也
。
今
書
市
諸
本
、
並
不
見
有
。」
と
見
え
る
。

（
3
）
周
徳
卿
は
周
昂
の
こ
と
。『
金
史
』
巻
一
二
六
、
文
苑
伝
下
に
伝
が
あ

る
。
王
若
虚
は
甥
に
あ
た
る
。

（
4
）「
坊
本
」
が
ど
れ
を
指
す
か
不
明
だ
が
、『
杜
甫
全
集
校
注
』
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
な
ど
は
こ
の
詩
を
収
録
し

な
い
。
　

（
5
）『
瀛
奎
律
髄
』
巻
三
十
二
、
忠
憤
類
に
は
、
杜
甫
の
詩
、「
春
望
」、

「
有
歎
」、「
遣
興
」、「
遣
憂
」、「
恨
別
」、「
秋
興
」、「
釈
悶
」
を
収
め
、

詩
題
を
「
避
賢
」
と
す
る
。

（
6
）『
詳
注
』
に
も
同
様
の
注
が
あ
る
。

（
7
）『
全
唐
詩
』
巻
二
四
九
に
は
皇
甫
冉
の
「
宿
厳
維
宅
送
包
七
」
と
し
て

収
録
す
る
。
佟
培
基
編
撰
『
全
唐
詩
重
出
誤
収
考
』（
陝
西
人
民
教
育
出

版
社
、
一
九
九
六
）
に
考
証
が
あ
る
。

（
8
）『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
一
六
に
も
、「
其
時
、
鳳
翔
冦
警
迭
報
（
其
の
時
、

鳳
翔
の
冦
警
は
迭
い
に
報
ず
）。」
と
あ
る
。

（
9
）
明
・
邵
傅
『
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』
巻
一
八
も
蜀
地
に
い
た
時

の
作
と
見
な
す
が
、「
行
在
指
玄
宗
在
蜀
也
（
行
在
は
玄
宗
の
蜀
に
在
る

を
指
す
な
り
）。」
と
も
あ
っ
て
、
矛
盾
し
て
い
る
。
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